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　スポーツを通しての国際交流は、国際交流の

大切な種類です。外国人と日本人が一緒にス

ポーツをするときに、考えずにパスをしたり

タックルをしたりします。同じチームで違う国

の人がスポーツをしていたら、知っている言葉

と知っている手話を使ってコミュニケーション

を取ります。時間がありませんので考えずにコ

ミュニケーションを取らなければなりません。

　僕が入っているひまた国際チーム（松山の愛

媛大学のメインキャンパスの近くにある）にも

これがあります。主な言葉は英語ですが、日本

人もチームに入っていて日本語も使われます。

そして同国の人は、自分の国の言葉で話すこと

もあります。

　ひまた国際チームは、愛媛大学の留学生や外

国語指導助手が一番多いです。留学生がさまざ

まな国から来ています。この間の試合では、イ

ギリス人、ドイツ人、タンザニア人、ガーナ人、

ベトナム人、日本人、ニュージーランド人、オー

ストラリア人が出場しました。それぞれの国で

のサッカーのやり方、個人の経験も個性も（ブラ

ジル人は、怒るときにブラジル人っぽく自分の

手でよく表し、南米人のパッションがよく見え

ます。）違いますが、同じチームでグラウンドに

出ると違いを忘れ、チームとして勝つというこ

とを中心に統一します。

　ひまた国際チームは、愛媛大学の留学生に

よって選手がよく代わっています。日曜日の練

習だけでも参加者がいつも違いますが、社交的

な雰囲気があり、会話がよく流れています。サッ

カーが始まると会話が協力と努力の会話です。

　サッカー以外にも国際交流ができるスポーツ

はもちろんいろいろありますが、サッカーが最

も通じます。サッカーに似たスポーツは昔から

さまざまな国にあります。ボールがなくても飲

み物の缶でもいいです。サッカーグラウンドが

なくても公園やビーチ、１０m×１０ｍのグラウン

ドでもいいです。イギリスの子どもたちは脱い

だセーターをゴールポストとして使っていま

す。ちょっとやりにくそうなラグビーのような

スポーツもさまざまな場所ででき、場所やして

いる人に合わせることができます。人もスポー

ツも状況に合わせてするのが面白いでしょう。

この文章は、ジェイムスさんが日本語で書いています。
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サッカーを通しての国際交流

　伊予市青少年センターでは、青少年の非行、いじ

め、家庭問題など、子どもに関するさまざまな悩み

の相談に専門の相談員が応じる、「悩み相談電話」を

中央公民館内に設置しています。

　相談の内容については、秘密が守られます。お気

軽にご相談ください。

■５月の電話相談日

２日（金）、７日（水）、９日（金）、１２日（月）、１４日（水）、

１６日（金）、１９日（月）、２１日（水）、２３日（金）、２６日（月）、

２８日（水）、３０日（金）

■相談受付時間　

８：３０～１７：３０ ※赤字の日は８：３０～１２：００

■問い合わせ　教育委員会社会教育課伊予市

青少年センター（☎９８２－２６０２）専用電話　☎９８２－２６０２

広報いよし (18)

「悩み相談電話」にお気軽にご相談ください



〈開館時間〉火～金曜日　９：００～１８：００　土・日曜日　９：００～１７：００
〈５月の休館日〉３日（土）～６日（火）、１２日（月）、１９日（月）、２６日（月）、３１日（土）

行事案内    伊予市立図書館３階

☆よむ・きく・あそぶ 展《無料》

１０日㈯～１８日㈰  ９：００～１７：００

　絵本やおもちゃに囲まれた中、

保護者の方も自由におくつろぎく

ださい。期間中の土・日には、ボラ

ンティアによる読み聞かせ、紙芝

居、おり紙、人形劇などを予定し

ています。

☆子ども映画会《無料》

２４日㈯  １５：００～　

ピータと狼、森のトントたち ほか

☆古典文学講座《事前申込必要》
１日㈭、１５日㈭ ９：３０～

　「源氏物語」を読み解きながら鑑

賞します。

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051　 983-4353　

《５月の新刊》　

一般書　

■食料植民地ニッポン　青沼 陽一郎

■ジバク　山田 宗樹

■ジーン・ワルツ　海堂 尊

■ウツボカズラの夢　乃南 アサ

児童書

●みーつけた　もろはら じろう

●わらった　内田 鱗太郎

●１２歳の文学　三船 恭太郎 ほか

●読む力・考える力のレッスン　神山 睦美

古文書展示会

ジバク　山田 宗樹

伊予市立図書館だより

勝ち組から残酷な
までの転落人生を
描く

　　読む力・考える力

　　のレッスン

　　　　　神山 睦美

よりよく生きる親と
子のために

ＨＩＭＥカップ

ビーチバレー５月大会

　文化５（１８０８）年に郡中三町（灘町・湊町・三島町）

が村方の支配より独立し、三町が独自に自治を行う

ことが幕府より許可されました。郡中三町独立２００

年記念行事として下記シンポジウムを開催します。

伊予市文化講演会

　平岡地区の「ヤマモモ」
　　　　　伊予市指定有形文化財に指定　

　平成２０年３月３１日付で、平岡地区の「ヤマモモ」

が伊予市指定有形文化財（天然記念物）に指定され

ました。このヤマモモは、胸高の幹周りが３．５メー

トルを超え、大人３人が精一杯手を伸ばしても届か

ないくらいの巨木で、推定樹齢はおよそ３００年とさ

れる古木でもあります。

　樹木に詳しい方の話で

は、県下でも１、２のヤマモ

モだということです。

　平岡の山の中で伊予市の

移り変わりを見守ってきた

ヤマモモを、これからも地

域の「宝」として共に生き

ていきたいものです。

　ここ数年、市内で貴重な古文書資料の発見が相

次いでいます。文化財に指定された「郡中湊町町

方文書」や当市に寄贈いただいた「坪内家文書」、「重

松家文書」などを皆さんにお披露目します。伊予

市に眠っていた「地域の記憶」をぜひご覧くださ

い。

◆日時　５月２４日（土）・２５日（日）、９：００～１７：００

◆場所　伊予市立図書館３階資料展示室

◆日時　５月１８日（日）、受付開始８：３０～　

◆場所　五色姫海浜公園ビーチバレーコート

◆参加資格　中学生以上の男女

◆参加費　１人 １，０００円（ただし、中学生は５００円）

◆種目　①２人制一般男子

　　　　②２人制一般女子

　　　　③４人制（男女制限なし）

◆申込方法　当日、会場で８：５０まで受付。

◆問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

広報いよし(19)

◆記念シンポジウム　

　「近世の自治都市・郡中のまちづくり

　　 ～発見された『郡中町方文書』と建築史～」

◆パネリスト　

　柚山 俊夫さん（愛媛県生涯学習センター教育専門員）

　犬伏 武彦さん（松山東雲短期大学教授）

　安永 純子さん（愛媛県歴史文化博物館主任学芸員）

◆日時　５月１７日（土）、１４：３０～　

◆場所　市民会館大ホール


